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昭
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立
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総
額
「
五
千
二
百
一
万
円

中
立
山
分
校
改
築
に
七
一
〇
万
国

失
封
事
業
に
四
二
〇
万
田
な
ご

．
町
定
例
議
会
は
去
る
三
月
十
日
十
一
日
の
両
目
に
亘
つ
て
町
役
場
に
招
集
さ
れ
た
。

・
義
員
十
五
名
全
貴
出
席
の
も
乏
に
別
項
の
よ
う
に
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
総
額
五
千
二

百
一
万
円
を
審
蔑
、
原
案
通
り
こ
れ
を
可
決
し
た
。

蕪
麟
灘
　
綴
難
“
“
　
”
　
　
驚
難
撚

に
代
る
収
ス
源
と
し
て
地
方
交

．
付
税
を
増
収
見
込
と
し
た
ρ
．
叉

歳
出
で
は
中
立
山
分
校
．
改
築
、
．

点
事
柴
計
画
は
別
表
の
通
り
で

あ
る
。
結
局
乏
し
い
財
源
の
三

六
％
を
教
育
費
に
さ
か
ね
ぽ
な

育
費
の
う
ち
三
百
万
円
が
削
減

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

重点事業計画
　　　　　事　　　業　　・内　　　容

小型ガソリンポンブニ台購入
ハ羽ピ483着　ハツピヱ・リ2QO本　購入第一年次分

町道維持修繕費
町道新設改良
松口橋350．000円　樋田橋10Q・000円

県道局部改良工事
藤蒔倉地内858．00Q円　兎口地内35q，000円
中立山分校改築　木造校舎158坪　屋内運動場ε3坪

グランド、土地買収金、整地費
高等学校小型自動車購入費
町道改良修繕工事
小規模土地改艮事業補助金
畜産奨励
養蚕奨励
耕種改善事業
松之山温泉共同浴場、便所増築工事
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失
土
畜
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総
代
会
開
催
さ
る

新
年
度
初
の
部
落
総
代
会
は
四

月
七
日
町
役
場
で
開
催
き
れ
佐

藤
町
長
か
ら
昭
和
三
十
四
年
度

町
政
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
つ
た
。
当
日
の
主
な
議
題

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

二
、
土
木
事
業
に
つ
い
て

三
、
国
保
被
保
険
者
届
に
つ
い

　
て

四
、
赤
十
字
資
金
募
集
に
つ
い

　
て
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地
方
選
挙
に
あ
た
つ
て

新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
上
越
地
方
書
記
長

　
　
　
　
　
．
笹
　
　
川
・
．
作
　
八

　
今
年
は
地
方
選
挙
の
年
と
い

わ
れ
県
知
事
、
県
議
会
議
員
を

始
め
参
議
員
湘
叉
松
之
山
町
で

は
町
長
並
び
に
町
議
会
議
員
の

選
挙
が
こ
の
九
月
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
地
方
制
度
に
大
き
な
改

革
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
四
度
目

の
．
選
挙
で
、
市
町
村
の
基
礎
を

ひ
つ
く
り
返
し
た
町
村
合
併
の

大
事
業
が
お
N
む
ね
完
了
し
、

ま
た
戦
後
の
行
財
政
上
の
園
難

も
ど
う
や
ら
落
着
ぎ
を
み
せ
始

め
て
、
新
市
町
村
厭
勿
論
す
べ

て
の
地
方
団
体
が
こ
れ
か
ら
じ

つ
く
り
と
長
期
的
の
歩
建
設
を

進
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
転
換
期
だ
け
に
、
今
度
の
選

挙
は
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
ま
た
二
大
政

党
が
中
央
に
対
立
し
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
大
き
な
影
響
力
を
与
え
る

だ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

初
の
地
方
翠
挙
で
も
あ
り
ま

す
。

　
住
民
ほ
地
方
自
治
の

　
主
人

　
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
新

し
い
地
方
制
度
の
改
善
さ
れ
た

最
も
重
要
な
特
徴
．
は
住
民
が
地

方
自
治
の
主
人
．
公
と
し
て
、
そ

の
選
挙
に
責
任
を
持
も
、
・
そ
ゆ

意
思
で
こ
れ
を
動
か
し
て
ゆ
く

体
制
を
確
立
し
た
点
に
あ
る
わ

け
で
し
て
、
多
難
な
郷
土
の
政

局
に
対
処
し
て
、
わ
れ
わ
れ
地

域
住
民
の
代
表
者
と
し
て
政
治

に
参
与
す
る
人
を
選
択
す
る
に

は
こ
の
際
よ
ほ
ど
慎
重
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
つ

て
よ
い
政
治
の
行
わ
れ
る
根
本

ほ
何
と
い
つ
て
も
明
る
い
正
し

い
選
挙
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
金
と
頚
に
と
ら
わ
れ

　
る
な

　
従
前
か
ら
公
明
選
挙
運
動
が

提
唱
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
3
こ

れ
ま
で
の
選
挙
は
果
し
て
ど
う

で
あ
つ
た
で
し
よ
う
が
。
冗
収

や
供
応
あ
る
い
は
、
清
実
洒
縁

に
よ
つ
て
正
し
い
投
票
が
ゆ
が
・

め
ら
れ
、
．
依
然
と
し
て
「
金
」
7

と
「
顔
」
が
物
を
い
う
暗
い
選

挙
の
現
実
か
ら
眼
を
そ
ら
す
わ
ー

け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
選
挙
－
還
反
を
平
気
で
ゃ
つ
た

り
、
当
選
す
る
た
め
に
手
段
を

選
ば
ぬ
よ
う
な
人
物
が
果
し
て

わ
れ
わ
れ
の
地
域
住
民
の
代
表

者
と
し
て
正
し
い
政
治
を
や
つ

て
く
れ
る
で
し
よ
う
か
。

　
こ
ん
ど
の
選
挙
こ
そ
わ
れ
わ

れ
の
え
い
智
と
正
し
い
判
断
に

厳膿
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よ
つ
て
郷
土
の
政
治
を
ま
か
せ

る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
と
識
見

を
そ
な
え
た
最
良
の
人
物
を
選

ぶ
よ
う
有
権
者
の
皆
さ
ん
か
ら

努
力
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
．
の
で

あ
り
ま
す
。
、
、

　
な
お
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
『

．
理
想
的
魔
人
物
や
、
政
党
が
な

■
い
と
い
う
理
由
で
あ
る
い
は
自

分
一
人
く
ら
い
投
票
し
な
く
と

も
大
勢
に
影
響
は
あ
る
ま
い
と

い
う
よ
う
な
考
え
か
ら
棄
権
す

る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

国
民
に
平
等
に
与
え
ら
れ
た
参

政
権
を
自
ら
放
棄
す
る
こ
と
に

な
り
、
民
主
主
義
の
精
神
に
反

す
る
無
責
任
な
態
度
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
棄
権
ぼ
絶
体
し
な
い
と
い
う

心
構
え
の
も
と
に
候
補
者
の
う

編
霊
勘
す
べ
り
防
止
区
域
指
定
に

ち
か
ら
自
分
で
一
番
よ
い
と
思

う
人
に
投
票
し
、
み
ん
な
の
力

に
よ
つ
て
少
し
ず
つ
で
も
政
治

を
よ
く
し
て
ゆ
く
こ
．
と
が
国
民

と
し
て
の
義
務
を
果
す
所
以
で

は
あ
り
ま
ず
ま
い
か
亀

　
正
し
い
政
治
…
遁
確
立

　
の
た
め
．

　
こ
の
際
、
本
県
及
び
市
町
村

の
現
状
を
冷
静
に
見
き
わ
め
、

正
し
い
政
治
道
を
確
立
す
る
た

め
、
真
に
自
分
の
信
ず
る
政
策

信
頼
す
る
人
物
に
浄
い
一
票
を

投
じ
て
、
四
月
．
二
十
三
日
，
及
び

四
月
三
十
日
の
選
挙
に
は
公
明

選
挙
の
実
を
あ
げ
て
頂
く
よ
う

管
内
二
十
二
万
の
有
権
者
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
昨
踏
蚤
布
に
な
つ
た
地
す

　
　
　
難
難
鷺
競
鄭
脈

』
雛
響
器
千
枚

　
　
　
，
響
簿
、
天
森
黍
島

　
　
　
謙
讐
山
、
橋
蓑
下
、

講
鱗
蘇

に香の花は花ど航ぱ
、

こ

野
饒
・
漣
醸
倉

町
章
発
㎜
．
》
皿
臓
丑
月

二
三
〇
点

か
ね
て
本
紙
で
募
集
㌧
て

ま
し
た
町
章
図
案
の
応
募
．
．

は
二
首
三
十
点
で
し
た
。

中
に
は
櫨
ぐ
名
古
屋
の
出

や
、
柏
崎
療
養
所
な
ど
か

熱
心
な
応
募
を
い
た
だ
き
『

た
。
紙
上
を
も
つ
て
厚
く

申
し
上
げ
ま
宏

馨
査
は
去
る
四
骨
二
日
町
紬

に
お
“
て
、
町
長
、
町
議
、

は
じ
め
、
学
識
経
験
代
表

正
太
郎
氏
な
ど
各
層
代
表
塀

　
r
蒔
、
間
を
翼
す
る
と
い
5
慎

　
　
糞
で
し
た
。

　
聾

　
　
者
は
次
の
通
り
で
す
が
入

ゑ
　
　
ま

　
　
置
つ
い
て
は
ρ
更
に
専
門

　
　
．
新
潟
大
学
教
授
を
予
定
）

耀
鰹
離
響
難
鰍

め
七
名
に
よ
つ
て
行
わ
れ
鐡

一
欝
灘
編
掩
蔽
・

日
付
で
指
定
さ
れ
た
。
既
に
実

璽

哩
♂
．
」
遇
ノ
、
．
．
‘
｝
航
、
，
マ
～
－
。
、

襲
行
己
事
メ
臼
モ
．
『
．
～

多
ノ
》
　
、

四
月
七
旦
臼
部
落
総
代
禽

　
む
二
日
禧
挙
層
理
委
員
会
、

　
　
　
　
教
育
委
具
余

　
　
　
　
中
立
山
分
校
建
築

　
　
　
　
委
員
会

　
一
四
日
、
農
業
委
員
会

　
・
一
七
日
　
選
挙
管
濯
委
員
会

　
一
三
日
．
選
挙
事
務
打
合
会

　
二
三
日
，
県
知
事
、
県
議
会

　
　
　
　
麟
員
選
挙

　
二
五
日
　
農
家
組
合
長
会
議

　
二
八
日
　
遺
族
役
員
会
・
「

地
測
量
は
終
つ
て
い
る
の
で
お

そ
く
と
も
七
月
頃
に
は
着
工
き

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
・

今
回
指
定
さ
れ
た
水
梨
地
区
の

総
工
事
費
は
七
千
万
円
で
あ
つ

て
、
こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
．
つ

て
新
し
く
開
田
又
は
復
旧
す
る

面
積
は
二
十
町
歩
に
達
す
る
㌃

　
　
地
す
べ

地
す
べ
り
地
域
の
面
積
が
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
五
町
歩
）
以
上
の

も
の
で
次
に
該
当
す
る
も
の

ー。

多
量
の
崩
土
が
け
い
流
や

　
河
川
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

　
の
あ
る
も
の

，
2
　
鉄
道
、
都
道
府
県
道
以
上

　
の
道
路
、
又
は
迂
回
路
の
な

　
い
市
町
村
道
、
そ
の
他
公
共

　
施
設
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
，

　
被
害
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
の
あ

．
．
る
も
の
。

3
　
官
公
署
貞
学
校
、
病
院
等

　
の
公
共
建
物
の
う
ち
重
要
な

　
む
の
に
被
害
を
及
憾
す
お
そ

　
れ
の
あ
る
も
の
。

虫
　
貯
水
量
三
〇
轟
○
O
O
立

　
方
米
以
上
の
た
め
池
、
若
し
、

　
く
は
関
係
面
積
一
〇
〇
ヘ
ク

り
地
域
㎝
と
は

　
タ
ー
ル
以
上
の
用
排
水
施
設

　
叉
は
利
用
区
域
面
積
五
〇
〇

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
林
道
に

　
被
害
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
の
あ

　
る
も
の
。

覧
人
家
一
〇
戸
以
上
に
被
害
を

，
及
ぽ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
、

6
　
農
地
一
〇
ヘ
ク
タ
．
r
ル
以

　
上
に
被
害
を
及
ぽ
す
お
そ
れ

　
の
あ
る
も
の
。
（
農
地
五
ヘ

　
ク
タ
ー
ル
以
上
一
〇
ヘ
ク
タ

　
｛
ル
未
満
で
あ
つ
て
当
該
地

　
・
域
に
存
す
る
人
家
の
被
害
を

　
合
せ
考
慮
し
そ
れ
が
農
地
一

、
冨
O
ム
ノ
タ
奪
ル
以
上
⑳
被
害

　
に
相
当
す
る
も
の
と
認
め
ら

　
れ
る
も
の
を
含
む
）

　
　
　
　
　
（
役
場
土
右
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
・
出
無
懸
響
正
孝

　
　
　
加
、
震
噸
塑
鉄
工
所

知
事
の

許
可
が
い
る
．

石
、
砂
利
、
砂
の
採
取

河
川
か
ら
、
野
面
石
、
栗
石
砂

利
、
砂
な
ど
を
採
取
す
る
に
は

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

努
力
賞
　
兎
口

　
　
　
小
谷

　
　
　
松
の
山

大
見
嘉
忠
治

福
原
　
公
望

樋
口
　
定
雄

採
取
し
よ
う
と
す
る
時
は
事
前

に
町
役
場
土
木
係
に
届
け
て
必

・
要
な
手
続
を
行
つ
て
下
さ
い

　
小
谷
　
　
田
匂

柏
崎
療
養
所

一7一
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㌔
有
し
な
い
・
m
種

　
　
　
　
　
の
合
計
が
、
全

作
付
面
積
の
一
割
以
上
に
達
し

て
い
ま
す
か
ら
彩
し
い
品
種
の

数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
N
思
い

ま
す
。
採
種
事
業
は
原
則
と
し

て
奨
励
品
種
に
つ
い
て
行
い
、

そ
の
数
も
地
区
適
品
種
を
定
め

有
望
種
の
み
を
取
入
れ
、
圃
場

の
集
団
設
置
、
全
量
買
上
げ
を

目
標
と
し
て
漸
次
改
善
し
、
円

滑
な
る
運
営
を
期
す
る
方
針
で

す
。2

病
害
虫
防
除
費

　
病
害
虫
防
除
態
勢
の
確
立
は

稲
作
安
定
上
必
須
的
要
件
で
あ

つ
て
、
次
の
計
画
の
も
と
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

イ
、
技
術

　
防
除
活
動
の
推
進
は
組
織
の

強
化
に
あ
り
ま
す
。
町
に
部
落

防
除
班
長
と
農
業
団
体
技
術
職

鶴
精
成
諜
雛
講

の
樹
立
玄
券
研
修
に
努
め

て
い
ま
す
。
部
落
に
は
防
除
班

長
を
中
心
と
し
て
部
落
防
除
班

防
除
機
具
、
畜
産
、
開
田
に
重
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
予
算
総
額
二
九
三
万
国

、
～
≦
》
、
～
　
　
▼
…
こ
と
し
の
農
業
計
画
が
き
ま
り
ま
し
た
。
次
に
耕
種
事
業
、
畜
産
．
．
．
▲

㎜
る
弾
霧
謎
難
牒
携
一
雛
鞭
晶

　
　
　
　
■

ま
▽
そ
は
農
家
組
合
長
等
を
通
じ
て
申
込
み
等
具
体
的
内
容
を
お
智
…
▲

　
　
　
　
　
　
▼
…
せ
し
ま
す
か
ら
、
自
分
の
経
営
内
容
を
充
分
検
討
の
上
、
予
算
を
…
▲

き
…
▼
…
藁
度
活
用
し
て
讐
く
よ
う
に
強
く
望
み
蓬
…
・
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
、
直
接
防
除
活
動
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
力
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
講
習
会
の
開
催
等
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
層
技
術
の
向
上
を
図
る
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
防
除
機
具
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
除
機
具
整
備
の
目
標
は
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
的
か
つ
効
果
的
な
共
同
防
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
能
力
を
有
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
具
設
置
の
基
準
は
全
水
田
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
六
町
歩
を
五
日
間
で
防
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
う
る
能
力
、
一
日
一
台
二
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
と
し
て
凡
そ
動
撒
一
〇
〇
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
穂
首
い
も
ち
病
の
予
防
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
を
基
本
と
し
、
他
の
病
害
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
こ
の
範
囲
で
足
り
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
か
ら
で
す
。
本
年
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
一
五
台
を
含
め
ま
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
所
有
機
具
は
六
〇
台
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
目
標
達
成
迄
導
入
を
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
方
針
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銑
耕
種
改
善
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、
天
水
田
調
査
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
水
田
の
七
〇
％
は
天
水
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
が
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
収
量
に
大
き
な
関
連
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
稲
よ
り
も
水
を
作
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
つ
た
宿
命
的
な
天
水
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
、
土
壌
調
査
及
び
生
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
を
行
い
、
北
陸
農
試
、
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
所
の
指
導
の
も
と
に
、
耕
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
衛
の
改
善
点
を
見
い
だ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
も
の
で
す
。
本
年
も
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
引
続
い
て
四
人
の
担
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
調
査
を
実
施
す
る
予
定
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

・
、
多
収
穫
共
進
会
褒
賞
費

出
品
盗
格
は
水
田
四
反
歩
以

上
を
耕
作
す
を
も
の
で
，

面
積

は
一
反
歩
五
枚
以
下
で
あ
る
こ

と
で
す
。
三
十
三
年
度
で
は
四

石
以
上
五
名
と
い
う
驚
異
的
の

成
績
を
示
し
ま
し
た
。

ハ
、
農
業
改
良
ク
ラ
ブ
研
究
費

　
町
内
の
農
業
研
究
団
体
は
三

十
以
上
に
達
し
、
こ
れ
ら
の
団

体
の
円
滑
な
る
運
営
と
発
展
を

期
す
る
た
め
、
農
業
改
良
ク
ラ

ブ
連
盟
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
国
体
は
夫
々
分
野

を
ぎ
め
研
究
を
行
つ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
研
究
に
要
す
る
経

費
並
び
に
活
動
費
の
補
助
金
で

す
。二

、
堆
肥
改
良
奨
励
費

　
米
の
収
量
は
七
割
が
地
力
で

昭
和
三
十
三
年
度
稲
作
多
収
穫

共
進
会
褒
賞
式
は
三
月
二
十
九

日
松
之
山
公
民
舘
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
褒
賞
式
後
北
陸
農

試
香
山
技
官
の
「
室
内
育
苗
を

中
心
と
し
た
稲
作
」
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
が
あ
り
、
参
集
し

た
精
農
家
二
百
人
が
熱
心
に
聴

講
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り

一
等
湯
山
　
　
樋
口
　
清
一

　
　
　
　
　
（
四
、
三
一
四
石
）

二
等
　
兎
口
　
　
樋
口
　
藤
夫

　
　
　
　
　
（
四
、
二
七
三
石
）

〃
　
　
東
川
　
小
野
塚
進
一
郎

片　
　
　
　
　
（
四
、
〇
六
八
石
）

ケ
　
　
湯
之
島
妻
島
　
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
て
残
り
の
三
割
が
耕
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
技
術
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
増
収
者
い
ず
れ
も
土
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
す
。
地
力
は
有
機
質
の
投
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
つ
て
肥
え
て
行
く
と
い
う
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
方
か
ら
堆
肥
盤
の
設
置
を
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励
し
、
完
熟
堆
肥
の
生
産
を
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
は
コ
ン
ク
リ
！
ト
製
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洩
汁
溜
を
一
方
に
備
え
つ
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
直
接
雨
ざ
ら
し
に
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
工
夫
し
て
い
た
だ
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
本
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
基
の
予
定
で
事
業
費
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
補
助
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
、
農
産
物
品
評
会
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
韮
＄
謎
回
回
回
回
画
劉
販
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
牡
導
入
や
優
良
牧
草
展
示
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
優
良
種
牡
導
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、
種
牡
緬
羊
導
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緬
羊
の
飼
育
頭
数
は
最
近
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
戸
数
は
全
戸
数
の
半
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
ぎ
ず
、
今
後
全
戸
飼
育
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
標
と
し
て
増
殖
を
奨
励
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
方
針
で
す
。
緬
羊
の
品
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
上
と
繁
殖
率
を
高
め
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
優
良
種
牡
を
現
在
松

9
…
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

四
石
以
上
が
五
名

　
　
　
　
　
　
一
位
に
湯
山
樋
口
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
、
二
七
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
北
浦
田
　
早
川
　
数
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
、
一
九
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
等
　
藤
原
　
　
本
山
太
美
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
小
谷
　
　
和
久
井
豊
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
下
川
手
　
志
賀
　
昭
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
　
東
川
　
　
丸
山
嘉
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
光
間
　
　
小
野
塚
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
藤
倉
　
　
山
口
竹
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努
力
賞
東
川
　
　
小
野
塚
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
上
の
山
　
畦
上
　
勝
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
湯
山
　
　
小
野
塚
政
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
湯
之
島
石
塚
幸
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
坪
野
　
　
村
山
　
恒
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
　
　
上
の
山
　
佐
藤
吉
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
藤
原
　
　
本
山
　
秀
雄

　
町
、
高
等
学
校
、

で
農
産
物
品
評
会
を
、

商
品
価
値
の
向
上
と

欲
の
昂
揚
を
図
る
計

へ
、
野
鼠
及
び
有
害

　
野
鼠
に
つ
い
て
は

繁
殖
し
て
お
り
、
農

害
も
又
増
大
し
て
い

本
年
は
三
年
ぶ
り
に

施
す
る
こ
と
に
な
り

有
害
鳥
、
獣
の
駆
除

威
嚇
の
二
つ
の
方
法

行
い
、
時
期
は
苗
代

の
幼
令
期
並
び
に
水

期
か
ら
収
穫
期
迄
と

者
に
依
頼
し
て
実
施

で
す
。

　
之
山
地
区
一
〇
頭

　
区
四
頭
配
置
し
て

　
が
、
本
年
二
頭
を

　
老
廃
羊
の
補
填
、

　
す
る
計
画
で
す
。

・
、
種
牡
豚
育
成
箪

　
豚
の
飼
育
頭
数
承

　
つ
て
は
著
し
く
増

　
ま
す
。
増
殖
に
つ

　
内
で
仔
豚
を
生
産

　
す
る
こ
と
が
強
ぐ

　
す
の
で
、
現
在
稲

　
飼
育
し
種
付
け
に

　
ま
す
。
し
か
し
毎

　
　
く
採
算
が
と
動

　
あ
る
程
度
繁
殖
砒

　
増
加
を
見
る
迄
爾

　
部
を
助
成
す
る
井

Z
家
畜
衛
生
費

　
緬
羊
の
腰
麻
痺
吊

　
並
び
に
鶏
痘
予
階

　
費
を
補
助
す
る
誹

隻
牛
導
入
利
子
補
曲

　
松
之
山
町
役
肉
m

　
助
金
交
付
規
程
’

　
施
し
て
い
ま
す
．
、

　
主
旨
を
述
べ
る

　
を
有
し
な
い
農
κ

　
飼
育
し
よ
う
と
＋

　
有
し
、
自
己
育

　
る
こ
と
が
困
難 、

農
協
主
催
噂

、
増
産
意

農
作
物
の
被

狩
猟

又
は
新
設

　
　
　
　
　
需
給

現
在
種
牡
一
頭
を

し
か
し
毎
体
の
数
が

簡
単
に

大
家
玄
田

　
所
属
農
協
が
融
盗
、
こ
の
融

　
資
額
に
対
す
る
利
子
並
び
に

　
家
畜
共
済
掛
金
を
三
力
年
以

　
内
補
助
し
、
和
牛
の
増
殖
と

　
有
畜
農
家
の
創
設
を
促
す
計

　
画
で
す
。
本
年
も
二
〇
頭
を

　
導
入
し
ま
す
。

生
サ
イ
ロ
施
設
補
助
費

　
家
畜
は
畜
種
に
よ
つ
て
単
位

　
当
り
に
投
下
す
る
資
本
が
異

　
り
、
こ
の
投
下
量
が
高
け
れ

　
ぽ
生
産
量
も
高
く
儲
け
も
多

　
い
。
こ
れ
を
集
約
度
と
い
」

　
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
は

　
集
約
度
の
高
い
畜
産
程
伸
長

　
率
が
低
く
、
鶏
等
は
寧
ろ
減

　
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

　
の
原
因
に
つ
い
て
は
個
々
の

　
経
営
内
容
に
計
画
性
が
乏
し

　
い
の
で
は
な
い
か
。
　
一
番
重

　
要
な
問
題
は
飼
料
計
画
で
す

　
が
こ
れ
が
な
さ
れ
な
い
以
上

　
畜
産
の
発
展
は
望
め
な
い
と

　
言
え
ま
し
ょ
う
。
飼
料
の
生

　
産
に
作
付
体
系
、
特
に
冬
季

　
間
の
飼
料
に
つ
い
て
考
慮
を

　
払
い
、
計
画
生
産
を
行
え
ば

　
容
易
に
自
給
度
を
高
め
る
こ

　
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
が

　
こ
の
場
合
冬
季
間
の
飼
料
保

　
存
（
埋
蔵
飼
料
）
の
面
で
サ

　
イ
・
は
不
可
欠
の
施
設
と
な

で．

導
入
す

者
に
対
し

　
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
見
地

　
か
ら
本
年
は
小
型
、
中
型
を

　
含
め
、
七
〇
基
の
設
置
を
奨

　
励
す
る
計
画
で
す
。

覧
飼
料
作
物
奨
励
費

　
町
内
に
七
ヵ
所
の
予
定
で
優

　
良
牧
草
展
示
圃
を
設
置
し
て

　
一
般
農
家
の
参
考
と
し
、

　
品
種
の
普
及
を
図
る
計
画
で
、

　
す
。

6
貸
付
緬
羊
導
入
費

　
緬
羊
貸
付
事
業
の
主
旨
は
縛

　
羊
を
飼
育
し
て
い
な
い
農
家

　
で
あ
つ
て
貸
付
け
を
う
け
る
、

　
こ
と
に
つ
い
て
部
落
の
推
薦

　
を
う
け
た
も
の
に
対
し
貸
つ

　
け
、
仔
緬
羊
を
生
産
．
し
た
場

　
合
に
返
還
し
て
も
ら
い
、
親

　
緬
年
は
本
人
の
所
有
と
な
る

　
こ
の
場
合
評
価
額
の
二
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
一
の
額
を
授
受
す
る
。
こ
の

　
よ
う
に
し
て
緬
羊
を
奨
励
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
よ
う
と
す
る
も
の
．
で
ジ
生
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
七
〇
頭
の
町
有
緬
羊
庖
貸
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
け
既
に
六
年
目
に
な
ウ
ま
し

　
た
が
、
こ
れ
ら
貸
付
緬
羊
の

　
生
産
頭
数
を
見
る
に
、
虻
十
三

　
年
度
に
お
い
て
は
僅
西
に
六

　
頭
と
い
5
成
績
で
す
こ
の

　
原
因
に
つ
い
て
は
岬
管
理

　
種
付
け
等
の
問
題
が
め
る
こ

と
x
思
い
享
が
｝
肇

　
に
こ
の
事
業
に
よ
　
　
綱
羊

　
飼
育
を
奨
励
す
る
『
　
　
新

　
　
　
　
　
　
　
「
一

　
た
に
三
〇
頭
を
導
　
　
　
貸

　
つ
け
に
当
つ
て
は
』
ー
　
熱
心

　
な
農
家
を
対
象
と
し
」
更
新

　
率
を
高
め
よ
う
と
す
⇔
計
画

　
で
す
。

養
蚕
事
業
費

　
本
町
養
蚕
部
事
業
費
に
対
す

ニ

鈴
産
業
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
ノ

◇◇
か

，
項
　
　
　
　
　
　
目

O
耕
種
事
、
業
費

　
1
。
採
種
事
業
補
助
費

　
乞
病
害
虫
防
除
費

　
隻
耕
種
改
善
奨
励
費

○
畜
産
事
米
費

　
、
巴
艇
良
種
牡
導
入
費

　
z
家
嘉
衛
生
費

　
隻
牛
導
入
利
子
補
助
費

　
生
サ
イ
ロ
施
設
補
助
費

　
テ
飼
料
作
物
奨
励
費

　
6
貸
付
緬
羊
導
入
費

○
養
蚕
事
業
費

O
土
地
改
良
事
業
費

○
農
業
経
営
改
善
費

○
産
米
改
良
奨
励
費

O
各
種
負
担
金

　
・
ム
ロ
　
　
　
　
　
　
計

予
算
額

　
　
　
ぞ
パ

　
一
ご
一
五

　
　
一
八
四

　
　
七
山
ハ
一

　
　
一
八
∩
〉
．

麗
益
三

七
〇
｝

七
隻

一
八
三

　
七
五

　
一
五

一
二
〇

一
一
〇
〇

四
四
〇

一
八
〇

　
一
〇

四
四
七

ハロイ　イイハロイハロイロイロイ　ヘホニハロイPイハロイ
、　、　、　　　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　　　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、　、

二
九
三
五
『

　
「
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
ソ

水
稲
　
五
山
ハ
反

大
、
小
豆
　
五
反

原
種
購
入
費

部
落
防
除
班
長
手
当

防
除
機
具
整
備
費
　
一
五
台

天
水
田
調
査
費

多
収
穫
共
進
会
褒
賞
費

農
業
改
良
ク
ラ
ブ
研
究
費

堆
肥
改
良
奨
励
費
　
五
〇
基

農
作
物
品
評
ム
．
双
費

野
鼠
及
び
有
害
鳥
獣
鶏
除
費

種
牡
緬
羊
導
入
費
　
二
頭

種
牡
豚
育
成
奨
励
費

緬
羊
腰
麻
痙
．
予
防
注
射
補
助
費

鶏
痘
予
防
補
助
費

昭
和
三
十
二
年
度
導
入
分
　
一
〇
頭

ケ
　
三
十
三
　
　
ヶ
　
　
二
〇
頭

〃
　
三
十
四
　
　
〃
　
　
　
二
〇
頭

　
ホ
　
モ
ニ
　
ミ
　
ロ
　
　
　
　
お
　
ロ
　

戯
瓠
磐
験
尺
τ
・
基

　
優
良
牧
草
展
示
圃
設
置
補
助
費

　
優
良
仔
緬
主
－
導
入
費
　
三
〇
頭

　
開
田
施
設
補
助
費
　
二
〇
反

　
小
規
模
農
道
、
水
路
補
助
費

　
温
水
溜
池
予
定
地
調
査
費
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一　　　　㎜

　一一
～

る
補
助
金
で
、
主
と
し
て
稚

蚕
共
同
飼
育
並
び
に
共
同
桑

園
の
管
理
に
必
．
要
な
経
費
に

あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
　
ビ
ニ
ー
ル
嬬
ウ
ス
な
ど
設
置

　
　
　
　
　
　
　
ー
」
φ
φ
年
新
農
村
建
設
事
業
で
ー

　
昭
和
三
十
二
年
度
に
新
衰
村
建
あ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
本

設
の
簸
指
婁
う
け
塁
謬
と
呼
び
・
昭
和
三
＋
七
年

裏
興
五
ヵ
年
計
画
董
し
譲
迄
に
完
倉
実
施
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
夫
々
の
助
成
措
い
ま
す
。

置
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
に
な
県
単
事
業
（
県
の
補
助
）

つ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
三
年
L
共
同
貯
蔵
所

度
に
国
、
県
の
助
成
を
う
け
て
　
松
之
山
農
協
が
事
業
主
体
と

実
施
し
た
事
業
は
次
の
通
り
で
な
り
実
施
、
鶏
卵
、
縄
、
雑
穀

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
農
産
物
の
集
荷
、
貯
蔵
、
出

特
別
助
成
事
業
（
国
の
補
助
）
荷
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。

L
種
籾
催
芽
所
　
三
五
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
種
籾
催
芽
所
　
一
棟

　
　
　
　
　
　
の
ビ
ニ
　
ル
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
　
　
　
　
　
ビ
ニ
ロ
ル
ハ
ゥ

ウ
ス
で
、
町
内
各
農
協
が
妻
へ
中
原
開
麺
禦
妻
主

毒
と
智
、
部
落
に
貸
付
け
体
と
な
り
共
同
育
苗
に
供
し
ま

共
同
育
苗
に
供
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
一
瓦
で

布
川
農
協
が
事
業
主
体
と
な
り

は
町
養
蚕
部
が
計
画
し
ま
す
。

3
共
同
加
工
施
設

除
機
具
整
備
計
画
に
基
き
導
入

一8一
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美
し
く
、
、
正
し
い
こ

　
と
ば
の
生
活
を
す
る
よ
う
に
心

　
掛
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
話
を
聞

　
い
て
人
が
ら
が
わ
か
る
と
い
わ

　
れ
る
ほ
ど
こ
と
ぽ
が
大
切
な
も

　
の
で
す
。
私
達
の
こ
と
ば
の
生

　
活
で
一
番
大
切
な
も
の
は
な
ん

　
と
い
つ
て
も
口
か
ら
声
と
し
て

　
出
す
話
こ
と
ば
で
す
。
朝
起
き

　
て
か
ら
ね
る
ま
で
話
を
し
な
い

　
声
を
用
い
な
い
日
は
一
日
と
し

　
て
な
い
で
し
よ
う
。
自
分
の
思

　
つ
た
こ
と
を
は
つ
ぎ
り
発
表
す

　
る
と
い
う
き
と
は
、
や
は
り
小

　
さ
い
頃
か
ら
の
た
え
な
い
指
導

　
が
必
要
で
す
。
　
「
環
境
は
人
を

、

　
　
　
　
　
　
　
　
又

は
物
品
と
し
酒
は
持
参
せ

欝
鐵
慧
露
．
㎜
，
騨

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

一
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
家
噸
土
活
．
、
、

…
方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
す
外
　
　
『
『
　
懲

難
　
瀦
鎌
蹟

渠
け
れ
窪
髪
い
揖
磨
て
い
た
で
し

ぢ
た
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
5
日
常
上
で
は
一
体
．

正
活
の
中
で
あ
時
そ
露
を
て
い
ξ
、
．
帆

τ
ら
え
て
正
し
い
里
叩
の
指
導
潟
ば
拳

一一一で
き
る
の
で
す
　
学
校
ど
家
庭

一
一
が
連
絡
し
て
子
供
に
と
つ
て
よ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
　
　
、

い
父
母
で
あ
り
　
ょ
し
．
先
生
で

．
あ
り
、
よ
い
友
人
で
あ
ク
、
よ

い
話
相
手
、
聞
き
相
手
で
あ
る

よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
し
よ

　
O

　
hう

だ
一
体

　
ら
よ
い

学
校
の

　
は
地
域

ー
．
ば
な
ら

　
ん
な
方

㌧
と
に
な

　
、
て
今
ま

　
ヂ
体
と
な

う
．
。
形
の

　
　
　
を
し

　
　
。
つ
て

’
弘
雅
　
、
、

　
　
　
カ

靖
鷲
凝
灘
灘
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
騰
灘
灘

茶
よ
び
廃
す

初
ど
ま
り
は
従
来
通
り

　
　
親
類
廻
り
は
手
土

　
　
県
へ
き
地
教
育
推
進
地
区

　
　
指
定
を
受
け
て

　
　
　
　
　
浦
田
小
学
校
長
料
山
　
伸

昨
年
四
月
新
潟
県
へ
き
地
教
育
員
似
方
々
の
御
指
導
と
甜
援
助

推
進
地
区
と
し
て
指
定
を
受
け
を
頂
い
た
こ
と
を
は
じ
妙
、
町

て
か
ら
現
在
ま
で
・
小
巾
な
が
議
会
で
は
財
政
多
端
の
潮
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
」
わ
ら
ず
多
額
の
経
費
を
議

ら
も
前
進
を
続
け
て
参
り
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
と
は
・
町
書
ん
教
墓
決
い
た
だ
い
た
こ
と
翫
門
内
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
の
校
長
先
生
を
は
ご
め
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
各
位
の
後
援
と
助
言
、
そ
の

会
を
重
ね
、
出
来
上
つ
た
案
を
他
一
般
の
町
民
の
方
々
φ
深
い

部
落
総
代
に
提
出
し
た
の
が
は
御
理
解
の
賜
で
あ
り
、
加
え
て

じ
ま
り
で
、
そ
れ
が
き
つ
か
け
地
区
に
於
て
は
推
進
委
費
会
の

と
な
り
、
部
鰹
で
委
員
を
あ
げ
要
竃
を
悉
く
受
け
入
れ
す
縫
㌶

「
年
祝
」
だ
け
で
な
く
主
な
る
万
近
邸
額
を
快
く
支
出
詫
て
頂

行
事
を
拾
い
・
研
究
を
重
ね
、
　
い
た
浦
田
地
区
協
議
会
乃
蔭
の

総
会
に
か
け
て
戸
建
玄
力
讐
電
の
で
藤
霰
意
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
深
甚
な
感
謝
を
捧
げ
る
も
の

㎎
醤
糞
鰹
勧
簾

爺
、
欝
攣

体
に
な
灘
塗
信
じ
て
い

難難
欝

る
こ
．
、
、
磐
思
い
享

　
　
　
　
へ
お

　
又
先
　
　
　
　
、
の
生
産
の
こ

と
や
　

騰
ま
で
も
知
る

　
よ
う
、
　
　
…
、
野
地
区
の
人
々

　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
話
し

．
怠
　
レ
　
，
な
る
も
の
は
正

　
　
　
　
、
ミ
逆
で
、
一
か
け
ら

囲
羅

1
　
　
　
　
　
・
よ
け
れ
ば
な
ら

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

生
産
を
増
強
し
て
こ
そ
子
供
の

幸
福
が
進
め
れ
る
の
で
あ
る
し

婦
人
会
が
婦
人
の
任
務
を
立
派

に
果
す
た
め
に
は
、
そ
の
中
に

子
供
の
教
育
も
含
ま
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
b
一
家
の
和
合

を
は
か
り
、
近
隣
と
睦
ま
じ
く

す
る
こ
と
が
子
供
の
教
育
の
上

嶋
ど
れ
程
役
立
つ
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。

青
年
団
が
一
致
協
力
し
て
自
分

た
ち
の
団
の
向
上
の
た
め
に
つ

く
す
そ
の
姿
が
、
そ
の
ま
ま
生

徒
会
や
児
童
会
の
活
き
た
手
本

で
あ
る
と
同
時
に
、
永
い
眼
で

見
る
な
ら
ば
学
校
の
子
供
と
の

間
は
常
に
先
輩
後
輩
の
関
係
に

あ
り
、
尊
敬
と
指
導
の
体
系
で

あ
り
ま
す
。
良
い
学
童
を
と
願

う
青
年
の
心
が
や
が
て
自
分
た

ち
の
団
の
発
展
に
つ
な
が
つ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
仮
り
に

も
し
こ
れ
ら
の
こ
と
が
逆
に
な

つ
た
こ
と
を
考
え
る
時
空
恐
し

い
感
が
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
校
教
育
と
社
会

教
育
と
は
表
裏
一
体
を
な
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
一
方
だ
け
を

重
く
視
る
の
は
、
重
く
視
た
積

り
で
い
て
も
実
は
軽
視
し
た
と

同
様
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
こ

と
が
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
一
端

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
朝

一
夕
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、

成
果
は
十
年
後
に
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ

り
ま
す
。

又
こ
の
こ
と
は
浦
田
地
区
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
日
本
全
国
，

否
全
世
界
に
も
通
じ
る
こ
と
で

大
方
の
町
民
各
位
は
早
く
か
ら

そ
の
こ
と
に
精
進
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
が
更

に
互
に
手
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い

町
づ
く
り
へ
発
展
さ
れ
る
よ
う

祈
つ
て
止
み
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

指
定
地
区
の
使
命
の
一
端
を
申

し
述
べ
，
今
後
の
推
進
に
一
層

の
御
協
力
を
い
た
y
け
る
よ
う

念
願
い
た
し
ま
す
。

　
　
、
●
、
■
、
●
、
◎
、
●
、
脅
、
◆
㌧
、
脅
、
ひ
、
b
脅
、
●
、
．
、
○
～
じ
o
、
く
亀
嫡
、
●
、
し
曼
、
◎
、
O
気
、
．
、
●
、
．
、
ひ
～
噂
．
、
◎
、
駒
亀
、
■
、

　
・
ノ
、
’
、
’
、
’
・
撃
’
、
・
｛
’
　
購
入
費
三
〇
万
円
、
そ
の
他
借

　
教
育
費
に
つ
い
て
　
　
料
及
び
損
料
借
地
料
等
）
で

～
、
ノ
、
ぐ
・
’
、
！
、
’
》
8
5
｝
　
約
二
万
円
、
計
七
〇
万
円
が
そ

全
町
費
（
補
助
起
債
を
含
む
）
れ
ぞ
れ
増
と
な
つ
た
の
で
す
が

の
三
五
、
六
％
を
占
め
る
と
い
逆
に
減
と
な
つ
た
も
の
と
し
て

う
比
較
的
大
き
い
率
で
あ
る
教
賃
金
の
除
雪
人
夫
賃
を
新
た
な

育
費
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
算
出
基
準
に
よ
つ
て
一
五
万
円

右
記
に
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
営
繕
費
は
ご
く
緊
急
の
工
事
だ

た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
三
十
け
を
考
え
た
こ
と
に
ょ
り
八
六

四
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
万
冊
、
そ
れ
と
毎
年
多
額
な
予

た
つ
て
は
町
の
財
政
規
模
か
ら
・
算
を
つ
か
う
た
め
に
経
常
費
を

彪
大
な
要
求
を
し
て
も
不
可
能
し
わ
寄
せ
す
る
新
営
改
築
費
（

な
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
一
応
前
学
校
建
築
予
算
）
は
前
年
度
の

年
度
額
を
上
廻
ら
な
い
こ
と
を
三
省
校
改
築
費
七
九
八
万
円
に

前
程
と
し
た
の
で
す
が
、
教
育
対
し
本
年
度
は
浦
田
小
学
校
中

費
で
は
人
件
費
の
自
然
増
と
法
立
山
分
校
改
築
費
七
二
二
万
円

の
定
め
に
は
ゆ
必
腰
［
と
ね
り
西
之
松
之
山
中
学
校
本
校
の
グ
ラ

聴
力
検
禽
械
、
オ
ー
ヂ
オ
メ
ソ
ド
整
地
買
収
費
五
〇
万
円
と

ー
タ
…
の
購
入
で
約
五
万
円
又
で
三
五
万
円
、
そ
の
他
燃
料
費

公
民
舘
費
で
も
同
様
に
人
件
費
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
等
で

の
自
然
増
と
・
録
音
機
テ
ー
プ
三
万
円
、
計
コ
ニ
九
万
円
が
浮

　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
し
た
の
で
、
差
引
ぎ
六
九

コ
ー
タ
ー
等
で
約
六
万
円
が
夫

教
委
箏
務
局

一9一
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書
は
離
乳
期
に
ガ
タ
落
ち

　
　
　
　
　
　
頭
囲
と
身
長
は
標
準
な
み

　　　　　　・一，一』＿一、
良好兜甲要、養，護　標準以上の
標準以』ヒ・標準以F　者り受診者

　・13人　　　37人　　　・26％

　
　
春
の
乳
児
検
診
を

・
終
つ
て

皆
様
の
多
大
な
御
授
助
の
も
と

に
春
の
乳
義
診
姦
謹
終

ら
せ
て
い
た
だ
遂
ま
む
た
の
、
で

畜
結
餐
鞍
頂
た
し
た

い
と
異
享
b
ぐ

・
・
按
之
山
町
を
五
つ
の
地
区
に
区
・

寡
L
、
て
器
駆
先
巖
喪
籏

　
，
．
γ
蓄
多
・

血
、
一

％
％
％
％

22
・
．
飢
、
弱
釘

24、

33
　
鐙
、
、
別
■

7
9
、
．
刀
5
6

　　　　　　　　　　墾∵li．≒．甲．』1⑳一’

三　　　・　　o　辱『　響　　　9

渉即広場1加躯聯

漉』謬灘

　　　　　　　　　　　良　　　　　　　　　　ゑ6　　　　　　　籟　　　　　鶴暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
難
．

奨
校
地
区
ど
分
婁
と
保
お
”
輸

は
著
る
し
い
変
化
が
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
へ
四
つ
に
分
類
．

し
、
報
告
致
し
ま
す
σ
尚
全
国

駒
に
は
昭
和
三
十
三
年
三
月
一

泪
よ
り
入
月
三
十
一
自
．
迄
に
生

ま
伽
寒
子
供
、
即
ち
現
荘
離
乳

期
を
過
ず
．
陽
つ
y
疹
る
赤
お
や

ん
⑳
発
育
良
好
者
を
表
彰
す
ξ

、
禦
縫
馨
鑑

に
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん
す
べ
て

に
、
一
■
度
は
医
、
離
診
寮
の
機
会

の
た
あ
に
、
参
加
し
て
も
ら
い

．
ま
し
た
。

次
に
全
国
的
に
見
て
、
東
大
小

児
科
で
発
表
し
て
い
る
乳
．
児
発

育
標
準
と
、
松
之
山
の
乳
児
発

　育と

を
、
．
比
較
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
八
O
O
瓦
、

　
男
児
三
〇
〇
〇
瓦
を
標
準
と
し

■
て
、
標
準
以
下
で
生
ま
れ
る
赤

．
ん
坊
は
一
〇
％
に
足
り
ま
せ
ん

　
そ
し
て
．
、
何
か
病
気
に
か
N
つ

、
た
子
供
、
母
乳
の
分
泌
の
悪
い

　
子
供
等
の
障
碍
を
除
い
て
生
後

　
五
ヵ
月
迄
は
大
体
、
す
く
く

　
と
育
つ
て
参
る
よ
う
．
で
、
松
之

・
．
一
』
町
員
が
町
政
に
関
心
．
を
庵

．
償
進
ル
で
筋
力
す
畜
為
K
ば
、

．
挙
讐
童
奮
譲
勇

　
、
そ
．
め
、
方
法
ど
し
で
毎
年
⑳
予
算

憲
書
塾
暑
客
薯
嘱

．
暫
に
黒
翠
、
，
広
蔀
藩
．

欝
　
墨

　
逐
艶
づ
ナ
～
一
ズ
．
．
■
玉
莞
』
二

鱗
欝鐘

歴

山
を
平
均
致
し
ま
し
て
も
，
標
準

以
上
を
し
め
し
ま
す
時
に
は
五

ガ
月
で
一
年
四
ヵ
月
の
標
準
を

上
廻
る
体
重
を
示
す
赤
ち
．
や
ん

も
居
り
、
ま
す
。
が
、
残
念
嫁
こ

と
艦
離
乳
期
を
う
翫
べ
き
ヶ
幽

け
ら
れ
る
赤
ん
，
坊
の
数
は
ぐ
つ

と
滅
ワ
、
乎
均
ず
る
と
．
‡
松
之

山
の
乳
．
児
発
育
指
数
は
ど
う
↓

て
も
標
準
に
達
す
言
．
讐
づ

が
し
い
様
で
す
。
し
か
し
体
重

に
比
較
し
て
、
F
身
長
と
頭
囲
だ

け
は
依
然
と
し
て
、
．
松
之
山
町

の
乳
児
は
標
準
を
厭
る
か
．
に
越
『

一
え
て
い
る
子
供
が
多
く
、
李
均

一も
高
く
な
づ
て
い
る
よ
う
で
す

身
長
と
頭
囲
が
、
身
体
発
育
と

智
能
発
達
に
、
ど
の
よ
う
な
関

一
係
が
あ
る
か
、
み
な
さ
ま
の
、

一
御
意
見
を
お
き
か
せ
願
わ
れ
』
、

叉
共
々
勉
強
し
て
ゆ
く
こ
と
が

一
出
来
た
ら
幸
と
思
い
ま
す
。

　
　
乳
児
用
ハ
カ
リ
を

　
　
利
用
し
て
下
さ
い
、

今
後
、
役
場
に
、
乳
児
体
重
測

定
用
の
素
晴
ら
し
い
、
添
ヵ
リ

町
政
に
つ
い
て
の
私
見

　
　
　
　
　
山
岸
嘉
、
季
次
農
業
七
＋
ニ
ォ

，
で
は
誰
も
顧
り
み
て
い
な
い
。

　
こ
の
方
は
犬
正
十
年
に
本
県
知

－
事
か
ら
節
婦
と
し
て
表
彰
さ
れ

．
、
昭
和
三
年
に
緑
授
褒
章
を
授
け

ら
れ
た
の
で
す
。
世
は
変
つ
て
．

も
こ
の
人
の
徳
．
行
走
そ
の
尊
い

心
が
け
に
は
変
ゆ
な
い
と
思
い

ま
す
。
．
婦
人
会
や
そ
の
他
団
体

．
が
協
ガ
七
、
て
、
大
揮
の
近
ぐ
、
に
石

警
苓
顕
肇
て
讐
客

往
．
楚
蓋
泉
砦
ズ
廉

考
、
湧
や
毒
ら
れ
る
を
は
、
㌦
．
バ
．

塚
の
停
留
所
の
．
こ
と
博
す
。
一
．
．
以

前
慧
泉
の
中
央
部
島
淀

が
、
》
、
吠
災
衝
渤
添
ガ
入
ヶ
｛
、

ンな、が

．だ．：火

弘の，災

で．後
．お・湯

1客，．本

め・の
喚不．入

こは」極

マ
コらマナ

ニい
、　　o

・時

♪代

の
・変．

二遷

ど
一共

’に
1節

婦
を
買
つ
て
、
も
ら
い
ま
し
た
，
。

こ
れ
は
一
年
に
．
た
ウ
た
二
回
の

乳
児
検
診
専
門
の
た
め
で
は
な

く
、
常
時
、
み
な
さ
ま
か
ら
の

乳
児
の
健
康
相
談
に
、
母
乳
分

泌
の
程
度
を
．
知
る
た
め
の
哺
乳

量
測
定
に
、
喜
ん
で
お
役
に
立

た
せ
て
頂
き
た
い
と
思
つ
て
居

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
町
長

さ
ん
に
お
ね
が
い
し
て
、
、
役
場

の
｝
禍
、
に
、
備
え
つ
け
の
台
を
．

用
意
し
て
頂
こ
う
と
思
っ
て
居

－
り
當
．
す
。

終
ゲ
に
、
保
健
婦
ば
グ
赤
ち
や

ん
．
日
本
房
が
」
松
之
山
か
ぢ

出
現
す
る
の
も
待
つ
て
居
り
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
、
松
之

大
と
思
わ
れ
る
。
改
善
時
代
に

改
悪
に
な
つ
た
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
ど
う
い
う
訳
な
の
か

昨
当
局
が
主
に
な
つ
て
停
留
所

を
以
前
の
所
に
移
す
様
努
め
て

も
ら
い
た
・
い
。

　
お
讐
え

・
一
、
”
毎
年
四
月
の
嘱
託
員
会
で

該
．
年
度
⑳
予
算
、
峯
業
計
画
に

づ
い
て
概
略
説
明
申
し
上
げ
て

い
ま
す
し
、
『
印
刷
紘
も
各
』
．
部

宛
配
布
も
て
、
■
．
．
希
望
者
に
閲
覧

ざ
れ
譲
お
思
髪
あ
り

ま
す
⑳
噂
御
了
承
塾
た
だ
き
曜

い
。
．

山
に
は
、
ミ
ル
ク
を
の
め
な
い
』

．
赤
ん
坊
が
．
、
一
、
人
も
い
な
い
様

に
、
尚
、
望
ん
で
は
、
赤
ち
や
ん

に
と
う
て
は
、
お
母
さ
ん
の
乳

房
か
ら
、
甘
え
な
が
ら
、
直
接

｝
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

吸
う
こ
ど
の
出
来
る
、
母
乳
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

り
貴
い
食
品
は
な
い
事
を
力
説

し
て
、
す
べ
て
の
お
母
さ
ん
か

ら
、
．
充
分
な
母
乳
が
分
泌
さ
れ

一
る
様
に
、
，
新
ら
し
い
生
活
改
善

と
共
に
、
母
体
に
ょ
り
よ
い
休

養
と
栄
養
が
与
え
ら
れ
、
す
べ
，

一
て
の
赤
ん
麺
充
分
墓
護
と

り

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
養
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
希

準
て
、
ペ
ン
を
お
き
た
い
と

一
思
い
ま
す
。

「

憶

く

－
、
～
○
、
く
■
～
～
◎
～
く
曹
、
～
■
、
●
～
o
、
、
～
脅
、
～
雪
、
、
￥
、
～
く
じ
～
◎
、
、
～
脅
、
．
～
冨
“

こ
と
し
は
今
蜜
で
ど
お
り

　
　
　
　
　
国
保
の
一
部
負
担
金
徴
牧
方
法

新
し
い
国
民
健
康
保
険
法
が
制
一

定
に
な
り
、
本
年
四
月
か
ら
旦

籍
灘
鑑
綴
瞳

で
支
払
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
う
な
る
と
被
保
際
者
が
著
し

く
迷
惑
す
る
の
で
、
　
「
従
来
通

り
」
に
す
る
様
県
知
事
宛
申
請

し
た
処
、
昭
和
三
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
今
迄
通
り
で

，
と
い
う
考
え
方
に
も
い
ろ
く

異
論
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し

又
特
定
の
個
人
を
顕
彰
す
る
と

い
う
こ
と
に
も
町
と
し
て
は
慎

』
重
姦
さ
ね
婆
ら
ず
・
あ
く

一
迄
も
町
民
の
自
主
的
な
事
業
と

一
．
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
思
い

一
ま
す
。

…
一
、
御
説
の
様
に
．
最
初
て
の
停

留
所
を
ど
こ
に
す
る
か
と
い
デ

議
論
が
あ
チ
ま
し
た
。

以
前
の
様
に
停
留
所
を
旅
館
街

ま
で
も
つ
て
行
く
と
、
そ
の
停

留
所
の
す
瞭
近
く
の
一
、
二
軒

存
誉
還
蓄
．
し
、
奮

の
旅
館
を
素
通
ゆ
す
る
と
い
う

地
元
か
ら
■
の
要
望
に
モ
つ
て
、
現

在
．
霧
更
き
毒
羨
箏

・
す
。
．
一
．

、
ー
回
答
岩
・
，
総
務
！
村
山
主
，
事

よ
い
と
い
う
許
可
が
あ
り
ま
し

た
。従

つ
て
一
部
負
担
金
は
従
来
通

り
部
落
長
を
通
じ
て
徴
収
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
長
被
談
　
保
険
者
が
直
接
窓

　
口
払
い
す
る
と
い
う
こ
と
に

　
な
る
と
当
町
の
よ
弓
に
経
済

　
的
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
こ

　
ろ
で
は
、
病
気
に
な
つ
て
も

　
お
金
が
な
い
か
ら
と
い
う
こ

　
と
で
結
局
受
診
し
な
い
こ
と

τ
毫
そ
ξ
｝

社協だよリ

、
に
な
右
。
そ
こ
で
郡
一
本
と

　
な
り
従
来
通
り
と
す
る
様
運

　
動
し
た
わ
け
て
す
。

新
し
い
受
診
証
は用

心
用

外
は
明
る
く

「
駐
在
所
よ
り
町
民
の
皆
さ
ま
へ
」

一
　
冬
期
出
稼
帰
郷
者
の
皆
さ

　
ま
へ

　
『
転
出
証
明
書
の
遺
失
、
紛

　
、
失
に
つ
い
て
ρ
注
意
辱
　
　
｛

冬
簸
出
稼
の
皆
さ
ま
長
い
間
他
一

府
塾
憲
婁
働
慧

変
御
苦
労
様
で
し
た
。
そ
ろ
そ

ろ
農
繁
期
に
入
り
ま
す
の
で
懐

し
、
い
郷
土
に
お
帰
り
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
例
年
の
こ
と
な
が

蕊
蕪
劉
垂

ま
す
。
そ
し
て
再
交
付
申
請
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
皆
さ
ま
も
、

役
場
も
、
警
察
も
大
変
手
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
転
出
証
明
書

を
大
切
に
取
扱
い
帰
郷
し
た
ら

な
る
べ
く
早
く
役
場
へ
転
人
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

璽
い
た
し
享
．

二
、
春
に
な
り
ま
す
と
皆
さ
ま

の
心
の
隙
を
ね
ら
つ
て
い
ろ
い

一
ろ
の
犯
罪
が
発
生
し
が
ち
で
す

τ
も
不
牽
し
て
身
近
奮

｝
喜
喜
｛
｝
・
三
＝
ξ
『
一
3
．
－
三
一
～
一
峯
．
｛
－
餌
一
一
｛
辱
．
．
一
一

敬
老
会
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
　
世
　
論
　
調
　
査

去
る
二
月
町
社
協
　
　
い
て

役
員
会
の
際
部
落
．

中
す
う
に
て
社
協
与
論
調
査
を

行
づ
た
と
こ
ろ
多
数
の
皆
様
方

よ
り
御
理
解
を
得
ま
し
て
御
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
飛

そ
の
結
果
を
御
報
告
申
上
げ
ま

す
。
調
査
用
紙
ゴ
ニ
○
枚
で

」
婁
社
会
福
祉
■
協
馨
協

る
事
を
知
つ
て
い
ま
す
か
。

　
知
つ
て
、
い
る
　
　
．
六
六
錫

・
知
与
な
い
、
　
　
　
　
．
九
％

、
』
解
答
激
し
　
　
　
　
　
」
．
一
％

二
、
社
臓
福
祉
肋
蔵
会
費
に
至

イ
、
今
迄
通
り
二
Q
円
で
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
％

ロ
、
五
〇
円
セ
支
出
し
合
つ
て

　
助
け
合
う
べ
き
だ
　
四
五
％

ハ
、
百
円
出
，
を
し
て
ぞ
の
内
か

　
ら
共
同
募
金
額
．
を
引
い
た
残
．

　
り
を
社
協
の
会
費
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
二
％

、
回
答
な
し
　
　
　
　
』
三
％

三
、
あ
な
允
が
町
社
協
に
望
ん

　
で
い
る
事
を
三
っ
書
い
て
下

　
さ
い
。
』

ヲ
、
室
脚
毒
遷
が
湯
な
際
蚤
．
『

四
月
一
日
現
在
の
被
保
険
者
資

格
取
得
届
に
よ
つ
て
作
成
し
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
灘

月
末
交
付
す
る
予
定
に
な
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
二
、

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
．
一
腹

心　
　
　
、
内
暗
ぐ

こ
ろ
や
家
庭
　
き
藏
評
名

時
は
“
灘
も
早
く
し
か
蓄
犯
罪
皿

の
行
わ
れ
た
場
所
像
そ
恥
、
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ド
ロ
な
ロ
ヘ

に
ん
て
馨
所
念
雛
爆

べ
て
も
ら
う
し
と
が
何
よ
う
大

切
な
の
で
あ
り
ま
す
。
「
こ
ん
．

な
事
む
い
，
掌
」
．
・
熟
づ
か

し
い
が
ら
ご
　
「
面
倒
｛
、
、
さ
い

」
「
親
類
相
談
し
て
努
」
．
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

と
い
う
・
こ
と
で
は
犯
人
を
み
す

み
す
逃
が
し
て
し
ま
つ
た
り
一

層
犯
人
を
増
長
さ
せ
て
再
び
犯

罪
を
犯
さ
せ
る
ひ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
の
で
、
明
る
い
松
之
ー

山
町
建
設
の
た
め
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
、
　
「
火
事
は
忘
れ
た
．
｝
ろ
お

き
る
」
と
い
わ
れ
て
い
「
ま
す
。

露
舞
嫉
讐

が
そ
ま
つ
に
な
り
が
弘
、
に
な
り

皆
さ
ま
の
大
切
な
家
鈎
財
産
が

　
一
夜
に
し
て
灰
と
化
ナ
る
こ
と

が
あ
つ
て
は
大
変
で
＋
、
。
　
「
人

＝
一
、
＝
」
三
・
F
－
冒
り
ち
幡
～
＝
＝
『
＝
瞳
も
一
…
一
乙
ξ
隔
．
．
昌
一
一
層
一
．
一
．
一
一
『
一
騨
一
購

　
必
要
と
す
る
　
　
　
三
五
％

　
必
要
と
し
な
い
　
　
　
三

　
回
答
な
し
　
　
　
　
二
六
．
、

ロ
、
季
節
保
育
所
を
生
る

　
必
要
と
す
る
　
　
　
一
八
弘

　
必
要
と
し
な
い
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
る
こ
と
無
．
㌃

　
回
答
な
し
　
　
二

一
ハ
、
年
寄
り
ク
ラ
ブ
を
、
作
る
』
内
容
は
昭
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
約
九
憲

　
必
要
と
す
る
　
　
　
一
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
庵
ζ
ρ
）
・

四
，
敬
老
金
に
つ
い
イ
、

イ
毒
年
浮
て
支
奪
べ
ぎ
指
筆
ρ
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
わ
し
た
Ψ

　
だ
　
　
『
．
・
五
七
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
噛

。
犬
＋
才
以
上
亀
＋
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
で
あ
蚕

　
．
，
上
に
す
べ
き
だ
　
　
三
四
畷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
奪
．

　
ハ
、
・
支
給
金
額
を
三
ぺ
）
Q
周
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
・
に
す
べ
き
だ
　
　
　
二
四
勉

一
．
鍵
書
量
で
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟
　
　
　
　
つ
り
か

蒲
壕
喉
ド
権
・
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
凋
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
．
　
　
　
記
求
人
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
求
人
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
就
城
御
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
瀬
．
の
方
は
役
場
職
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
係
に
御
相
談
．
十
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
欝
求
人
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
藻
』
愛
知
県
喜
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
螢
．
本
毛
織
一
宮
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
目
を
覚
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
忘
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
健
康
第
一
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
｛
注
鷹
，
一
秒
ケ
ガ
一
生
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
叫
に
専
春
が
や
つ
て
ぎ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
と
春
風
ア
耕
と
為
に
自
動
車
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ハ
～
叢
、
遷
蜘
し
と
往
来
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
ま
ず
正
む
い
交
通
連
徳
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
廷
塾
夢
護
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
は
、
物
置
場
で
．
は
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
。
皆
ざ
ま
分
理
解
と
協
力
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
道
路
を
珂
慶
が
隈
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
し
て
無
事
護
ρ
松
之
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ら
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事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
歩
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
む
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果

r
応
募
資
格

イ
、
満
十
八
才
以
上
二
十
五
才

　
未
満
の
男
子

・
、
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

　
を
有
す
る
者

　
ハ
、
身
長
一
五
．
五
糎
以
上

Z
受
付
期
間
第
一
次

　
三
月
一
日
よ
り
四
月
十
五
日

銑
試
験

　
四
月
二
十
六
日
よ
り
五
月
十

　
日
の
間
に
行
う
。

4。

そ
の
他

　
年
間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い

　
ま
す
。
詳
細
は
役
場
職
業
係

　
に
蓄
問
合
せ
下
さ
い
。

．
［
・
、
，
強
．
外
移
、
侮
艦
，
っ
い
て

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

L
人
口
問
題
と
輸
出
振
興
の
た

　
　
ア

　
め
に
海
外
雄
飛
を
志
す
方
に

2。

移
住
者
産
業
開
発
青
年
隊
を

　
募
集
し
て
い
ま
す
。

．
　
l
1
2
1
1
1
1
1
…
l
l
亀

一
昭
和
三
十
四
年
度
赤

｝
十
字
事
業
資
金
募
集

四
月
七
口
各
部
落
総
代
会
に
於

て
今
年
度
の
募
集
額
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
、
が
、
日
本
赤
十

｛
字
社
で
は
社
員
を
募
集
し
て
い

一
ま
す
。
一
戸
一
人
は
赤
十
字
仕

｝　
　
ヒ

貝
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
社
貝

魔
熊
博
場
轄

一

瀟
鱒
懸
駄
齢

一
上
げ
ま
す
。

又
一
時
に
三
千
円
以
上
（
毎
年

三
百
円
づ
x
分
納
十
年
間
納
付

　
　
ド

襲
購
靱
灘
綴
暴

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
厚
生
係

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

五
、
　
「
外
は
明
る
く
内
暗
く
」

裂
瀞
畑
翻
職
胴
麓
穣

痴
漢
の
防
止
、
夜
間
の
部
落
ま

わ
り
に
も
防
犯
灯
が
何
よ
り
て

す
。届

出
は
お
く
れ
ず
早
く

　
あ
り
の
ま
ま

（
電
話
）

松
之
山
駐
在
所

湯
本
駐
在
所

東
川
駐
在
所

　
　
五
四
番

　
　
六
四
番

七
三
一
五
番

茜
、
罫
一
町
の
農
業
刊
行

　
　
　
　
　
・
，
：
鹸
嘉
．
ノ
，

熱
欝
嚢
饗
野

て
約
四
〇
蕩
襟
子
葬
行
尚
こ
象
畢
窪
し
い
召

町
役
場
に
申
し
ζ
め
ぽ
三
〇
円

で
お
ゆ
ず
り
し
ま
オ
。
』

・
「
町
民
の
広
場
」

　
　
　
　
．
原
稿
募
、
集
・

萌
る
い
町
政
、
そ
れ
昼
ム

人
の
町
民
分
声
を
素
直
に
傾
聴

、
す
る
と
こ
ろ
か
む
は
じ
ま
ヶ
ま

㌻
．
あ
奏
盆
贅
塞
記

苑
禦
葉
意
窮
持
妻

す
。
　
■
　
　
　
　
て

、
松
之
山
町
役
場
底
．
報
係
、
■
．
授
稿

…
様
式
締
切
ゲ
に
制
限
あ
り
．
玄
せ
．

ん
評
紙
上
と
ぐ
名
も
可
“
　
・
、

冬
を
越
し
た
ハ
エ
や
．

蚊
を
退
治
し
ま
七
よ
う

こ
の
頃
の
暖
か
さ
で
、
窓
際
な

ど
に
ハ
エ
や
蚊
を
見
う
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
見
つ
け
次

・
第
に
た
≦
．
い
て
殺
し
で
し
ま
い
、

ま
し
よ
う
。
今
の
ハ
ェ
や
蚊
は

夏
に
出
る
た
く
さ
ん
の
ハ
エ
や

蚊
の
源
で
す
。
今
殺
す
一
匹
は

夏
の
な
ん
千
匹
に
も
相
当
す
る
、

わ
け
で
す
9
ま
も
な
く
一
吝
清

掃
運
動
も
始
ま
り
ま
す
が
、
明

日
と
い
わ
ず
今
す
ぐ
か
ら
見
つ

け
次
第
に
た
二
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
『
犬
の
登
録
を
受
け

　
　
ま
し
よ
・
つ

毎
年
四
月
中
に
登
録
を
受
け
て

鑑
札
を
も
ら
う
．
｝
虐
に
な
り
て

い
ま
ず
。
、
、
現
在
犬
を
飼
つ
て
お
・

ら
れ
る
方
は
、
必
ず
今
丹
の
末

唾
で
．
に
役
場
ま
で
お
出
か
け
の

上
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
亨
そ

の
際
、
印
鑑
と
手
数
料
と
し
て
．

参
百
円
を
御
持
参
下
さ
い
。

ー
行
商
人
が
売
”
歩
く

　
　
、
不
艮
ブ
．
下
■
酒
じ
油
意
㍗

ち
が
ご
衡
．
男
ブ
T
．
酒
、
．

．
甲
州
ブ
ド
4
液
燦
ど
煮
称
七
ズ

町
．
内
を
売
り
み
る
く
行
商
入
が
『

あ
る
そ
ぞ
藤
ご
流
詮

ほ
と
ゐ
ど
が
有
毒
色
素
な
ど
を

．
使
つ
靴
不
．
良
贔
で
。
有
害
な
遵
の

寮
多
い
⑳
で
な
る
べ
く
」
う
ヤ
・

鶏
順
わ
護
澹
．
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